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紙面から10月の出来事
●時　事

8～9日  日中、日韓首脳会談

     9日  北朝鮮、核実験実施 

●山梨県中央会ニュース

11日  正副会長会議

19日  第58回中小企業団体全国大会

31日  中小企業総決起大会

11月の予定
12日  中小企業団体親睦ゴルフコンペ

28日  活力ある職場づくり推進運動県大会

2面　施策情報/地場産業まつり/息吹
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブkumiai
5面　Hello!組合事務局
  　　山梨県トラック協会女性部
  　　レディース中央会全国フォーラム
6面　新組合紹介/Study room/共済アラカルト
7面　ジョブサポートだより/情報BOX
8面　モデル組合/2007新春交流会案内
  　　65歳雇用プロジェクト

　第58回中小企業団体全国大会の開催を心からお

慶び申し上げます。

　我が国は、構造改革の成果があらわれ、未来へ

の明るい展望が開けてきた一方、人口減少、都市

と地方の間の不均衡、厳しい財政事情など、我が

国の今後の発展のために解決すべき課題を抱えて

おります。このような状況にあって、日本経済に

新たな活力を取り入れながら、未来へ向かって成

長するエネルギーを持ち続ける国づくりを目指し

ます。

　経済社会の活力を維持していくためには、チャ

ンスにあふれ、誰でも再チャレンジが可能な社会

を構築することが必要です。再チャレンジする起

業家の資金調達を支援するとともに、個人保証に

過度に依存しない融資を推進するなど再チャレン

ジ支援策を推進してまいります。また地方の活力

なくして国の活力はありません。地域社会に密着

し、やる気と能力のある皆さんが、自らの潜在能

力を遺憾なく発揮されることを期待しております。

　活力に満ちた日本経済には、全国430万の中小

企業の元気が不可欠であります。中小企業の方々

のやる気と知恵を活かし、地域資源などを活用し

た新商品・新サービスの開発や販売を促進するな

ど、政府としても中小企業政策に取り組んでまい

ります。

　本日御参集の中小企業団体及び中小企業の皆様

方が、それぞれの地域で一層力強いリーダーシッ

プを発揮し、地域経済の活性化に貢献していただ

くとともに我が国経済を牽引していただくことを

願っております。

　最後となりましたが、第58回中小企業団体全国

大会の御成功と皆様の御健勝を心から祈念いたし

ます。

　　平成18年10月19日

内閣総理大臣　安　倍　晋　三

山
梨
か
ら
は
44
組
合
か
ら
1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者

第
 
回
全
国
大
会
で
 
の
施
策
要
求
な
ど
を
決
議

12

58

中央会優秀専従者
三井成志

山梨県中小企業団体中央会
総務課長補佐

中央会優秀専従者
古屋孝明

山梨県中小企業団体中央会
郡内支所長

組合功労者
勝俣明美氏

山梨県絹人繊織物工業組合
理事長

優良組合
山梨県冷凍空調設備
事業協同組合
理事長　岩間彰氏

渋谷C.C.Lemonホールのメインステージ

開会宣言の全国中央会宮川副会長

　
10
月
19
日︵
木
︶午
後
1
時
30
分
か
ら

東
京
の
渋
谷
公
会
堂
︵
渋
谷
C.

C.

L
e
m
o
n
ホ
ー
ル
︶に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
第
58
回
中
小
企
業
全
国
大
会
は
、

全
国
各
地
か
ら
約
3
0
0
0
名
が
集
ま

り
、喫
緊
の
12
項
目
に
わ
た
る
決
議
案
、

宣
言
案
と
も
に
満
場
の
賛
成
を
得
て
決

議
さ
れ
た
。
山
梨
県
か
ら
は
44
組
合
か

ら
の
参
加
に
よ
り
総
勢
1
1
0
名
の
規

模
で
会
場
に
臨
ん
だ
。
こ
の
中
に
は
栄

え
あ
る
受
彰
者
と
な
っ
た
優
良
組
合
の

山
梨
県
冷
凍
空
調
設
備
事
業
協
同
組
合

︵
岩
間
彰
理
事
長
︶
、
組
合
功
労
者
の
勝

俣
明
美
氏
︵
山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業

組
合
理
事
長
︶
の
ほ
か
中
央
会
優
秀
専

従
者
と
し
て
古
屋
郡
内
支
所
長
、
三
井

総
務
課
長
補
佐
の
2
名
計
4
者
が
含
ま

れ
て
い
る
︵
別
掲
︶
。
大
会
は
全
中
宮
川

睦
武
副
会
長︵
山
梨
県
中
央
会
会
長
︶の

開
会
宣
言
に
始
ま
り
、
来
賓
紹
介
等
の

後
三
人
の
議
長
を
選
出
し
て
議
事
に
入

っ
た
。
議
事
は
項
目
ご
と
に
提
案
代
表

者
が
6
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
具
体
化
し

た
各
要
求
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
意

見
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。
議
案
採
決
後

来
賓
祝
辞
と
な
り
、
直
前
ま
で
出
席
予

定
だ
っ
た
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
は
外
交

上
の
緊
迫
状
況
が
あ
り
急
遽
欠
席
と
な

っ
た
た
め
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た

︵
後
掲
︶
。
甘
利
明
経
済
産
業
大

臣
︵
本
人
出
席
︶
、
厚
生
労
働
・
農

林
水
産
政
務
官
ほ
か
の
来
賓
挨

拶
に
続
い
て
の
政
党
代
表
挨
拶

は
自
由
民
主
党
、
公
明
党
、
民
主

党
か
ら
代
表
者
が
臨
席
し
て
行

わ
れ
、
参
院
選
を
控
え
て
か
威

勢
の
良
い
熱
弁
が
披
露
さ
れ
た
。

表
彰
式
、
大
会
宣
言
と
円
滑
に

進
み
、
次
期
開
催
地
は
東
京
都

と
発
表
さ
れ
て
予
定
よ
り
若
干
早
め
に

閉
会
と
な
っ
た
。
山
梨
県
参
加
者
の
席

は
二
階
席
後
方
で
あ
っ
た
が
、
ス
テ
ー

ジ
側
か
ら
は
風
林
火
山
の
旗
が
翻
っ
て
、

﹁
山
梨
県
の
参
加
こ
こ
に
あ
り
き
﹂を
ア

ピ
ー
ル
し
、
当
県
参
加
者
の
目
印
と
し

て
の
役
割
は
も
と
よ
り
、
他
県
か
ら
の

参
加
者
か
ら
は
抜
き
ん
出
た
ア
ピ
ー
ル

に
感
心
の
エ
ー
ル
を
受
け
た
。



息
吹

ibuki
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補
助
金
予
算
折
衝
雑
感

　
例
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
中
央
会
は
、
来
年
度
補
助
金

の
予
算
獲
得
の
た
め
、
補
助
金
に
係
わ
る
各
種
事
業
計
画
や

収
支
予
算
等
の
資
料
作
り
に
入
る
。
こ
の
資
料
は
、
中
央
会

の
意
見
集
約
で
あ
り
、
交
付
元
へ
の
説
得
材
料
に
も
な
る
。

そ
の
た
め
、内
部
の
意
見
調
整
の
為
に
多
く
の
打
合
せ
を
行

っ
た
り
、打
合
せ
に
基
づ
い
て
の
資
料
の
加
工
を
行
っ
た
り

す
る
。
こ
れ
ら
作
業
を
進
め
る
な
か
で
、
多
く
の
資
料
を
読

み
、ま
た
、多
く
の
人
の
意
見
を
聞
き
、多
く
の
打
合
せ
を
重

ね
な
が
ら
、
更
に
、
何
度
も
資
料
を
加
工
し
資
料
を
集
約
す

る
。
出
来
上
が
っ
た
資
料
は
、
中
央
会
内
部
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
と
り
、予
算
折
衝
用
の
資
料
と
な
る
。

　
こ
の
間
、
外
部
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
よ
り
、
自
分

の
考
え
方
が
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
気
づ
く
。

　
し
か
し
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
自
分
と
し
て
は
、
多

少
自
信
の
持
て
る
資
料
が
完
成
す
る
。そ
の
資
料
に
基
づ
き

補
助
金
交
付
元
に
事
業
の
内
容
を
説
明
す
る
。作
成
側
と
受

け
止
め
側
の
、
ス
タ
ン
ス
の
違
い
で
自
分
と
し
て
は
、
自
信

の
あ
る
資
料
も
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
る
。

　
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
埋
め
る
た
め
、
口
頭
で
内
容
を
説
明

し
直
し
た
り
、
資
料
の
修
正
を
し
た
り
す
る
。
改
め
て
受
け

止
め
側
の
意
見
交
換
を
通
じ
、﹁
中
央
会
っ
て
何
﹂と
い
う
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。そ
ん
な
時
、﹁
中
央
会
の
事
業
の
対
象

は
、
組
合
だ
よ
ね
﹂﹁
こ
の
事
業
は
、
組
合
に
と
っ
て
有
効
だ

よ
ね
﹂
と
中
央
会
の
原
点
に
帰
っ
て
や
り
直
す
と
、
説
得
力

が
あ
る
資
料
が
出
来
上
が
る
。

　
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
が
、

何
事
も
、迷
っ
た
時
は
、原
点
に
立
ち
戻
り
、本
質
に
立
ち
返

る
、﹁
原
点
回
帰
﹂が
必
要
な
こ
と
を
補
助
金
の
予
算
折
衝
を

振
り
返
っ
て
痛
感
し
た
。

e-Taxとは？
  e-Tax（国税電子申告・納税システム）とは、国税に関する各
種の手続きについて税務署に行くことなく、インターネット
を利用して申告や納税さまざまな申請･届出などが行えるシ
ステムです。特に、源泉所得税の毎月納付など回数が多い手
続きでは、金融機関などの窓口に並ぶ手間がなくなります。

e-Tax利用のメリット
　税務署や金融機関の窓口に出かける手間が省けるほか、e-
Taxに対応した会計ソフトを利用して経理･決算処理・申告書
の作成及び提出という一連の作業を電子的に処理できるの
で事務の省力化、ペーパーレス化に繋がります。また、確定申
告の期間内は、税務署の営業時間外や土日にも申告作業が可
能です。

セキュリティの確保
【個人情報の保護】
1）通信データをSSL128bitで暗号化。
2）e-Taxのデータベースやサーバは、ファイアウォールと
アクセス監視システムで保護。

【なりすましの防止】
1）e-Taxにログインする際、利用者識別番号や暗証番号を
使用。

2）申告データ等を送信する際、電子署名、電子証明書を利用。
【不正使用の防止】 
1）第三者による不正使用を防止するため、e-Taxシステム
にログインしたまま一定時間アクセスがない場合、自動
的にログアウト。

お問合せ先

電話でのお問い合わせは、 

　ヘルプデスク　０５７０－０１５９０１
●利用開始のための手続きや、e-Taxソフトに関するご質問
にお答えします。
●全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。

　詳しくは http://www.e-tax.nta.go.jp
　(e-Taxホームページ)をご覧ください。

e-Tax（イータックス）

e コ ク ゼ イ
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催
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地
場
産
業
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つ
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催

ふ
じ
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見
ウ
イ
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ク
・

第
14
回
地
場
産
業
ま
つ
り
を
開
催

　
︵
財
︶
山
梨
県
郡
内
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

9
月
23
日
、24
日
の
両
日
、﹁
ふ

じ
産
品
発
見
ウ
イ
ー
ク
・
第

14
回
地
場
産
業
ま
つ
り
﹂
を

開
催
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、

郡
内
地
域
の
産
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
地
域
の
誇
る
地

場
産
品
の
展
示
と
と
も
に
地

域
振
興
の
た
め
の
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、

﹁
地
域
﹂
と
﹁
も
の
づ
く
り
﹂
を

テ
ー
マ
に
﹁
子
供
ク
ラ
フ
ト

体
験
教
室
﹂
や
特
色
あ
る
企

画
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、﹁
は
ぎ
れ
の
再
生
﹂

を
テ
ー
マ
と
す
る
﹁
は
ぎ
れ

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開

催
し
、
織
物
の
産
地
P
R
を

全
国
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
の
上
で
、

今
回
の
地
場
産
業
ま
つ
り
を

開
催
し
た
が
、
今
年
で
14
回

目
と
な
る
。
会
場
で
は
、
郡
内

の
織
物
や
ウ
コ
ン
加
工
商
品

の
他
、
ワ
イ
ン
、
宝
飾
品
な
ど

県
産
品
の
展
示
即
売
、
手
織

り
や
型
絵
染
め
な
ど
の
体
験

教
室
、
富
士
勝
山
の
ス
ズ
竹

工
芸
の
実
演
も
開
か
れ
た
。

そ
の
他
、
海
外
旅
行
の
宿
泊

券
な
ど
豪
華
景
品
が
当
た
る

お
楽
し
み
抽
選
会
や
先
着

2
5
0
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
高
原
野
菜
な
ど
も
配
ら
れ

た
。﹁
谷
村
ば
や
し
保
存
会
・

郡
内
太
鼓
3
グ
ル
ー
プ
﹂
に

よ
る
迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
演

奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
会
場
を

盛
り
上
げ
、
多
く
の
観
光
客

や
地
元
住
民
ら
で
賑
わ
っ
た
。

オープニングセレモニー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、自
宅
や
事
務
所
か
ら

所
得
税
、法
人
税
、消
費
税
、源
泉
所
得
税
な
ど
の
申
告
、納
税
が
で
き
ま
す
。
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　前年同月比の各業界のDI値は、売上高が10ポイント、
収益状況が10ポイント、景況感も5ポイント回復、持ち
直しの動きが続いている。
　「非製造業」においては、収益状況が4ポイント改善し
たが、売上高が6ポイント悪化、景況感は変わらず、厳し
い状況が続いている。
　個々のコメントから全体の景気状況をみると、企業間
格差が拡大、さらに原材料や原油価格高騰に伴い、収益
の確保が難しく、厳しい経済環境の中での競争が激化し
ていることが伺える。

sデータから見た

業界の動き
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年9月分）

業
界
の
声

●

河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
事
業
協
同
組
合
　

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
　
四
條
則
明 

氏

業
界
状
況
は

？

　
当
組
合
は
、
地
元
の
有
志
が
結
集
し
高
度
化
資
金
の
融
資

を
受
け
、
地
元
主
導
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設

立
。設
立
当
初
の
業
績
は
順
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、平
成
８

年
度
以
降
、売
上
高
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。要
因
と
し
て
は
近

隣
に
近
代
化
し
た
商
業
施
設
の
進
出
、
核
店
舗
や
テ
ナ
ン
ト

の
入
れ
替
わ
り
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
の
低
下
な
ど
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。　
　

　
ま
た
、近
況
で
は
好
調
、不
調
の
差
は
従
来
の
よ
う
な
業
種

間
の
格
差
ば
か
り
で
は
な
く
、
同
業
種
で
も
同
様
な
現
象
が

生
じ
て
お
り
、
各
個
店
の
営
業
手
法
と
努
力
が
実
績
に
反
映

さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
取
り
組
み

？

　
来
年
設
立
20
周
年
を
控
え
、
こ
れ
ま
で
に
駐
車
場
の
舗
装

な
ど
の
整
備
、
回
遊
性
を
高
め
る
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の
増

設
や
駐
車
場
に
面
し
て
い
る
西
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
改
修
工
事

を
実
施
し
、
よ
り
一
層
お
客
様
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
店
舗

造
り
を
目
指
す
一
方
、
個
店
の
強
化
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
視
察
研
修
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
や
地
域
の
特
性
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
高
質
な

商
業
施
設
を
め
ざ
し
て
行
き
、
将
来
的
に
は
シ
ネ
マ
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
な
ど
の
集
客
効
果
が
望
め
る
商
業
施
設
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
20
周
年
に
向
け
た
一
連
の
取
り
組

み
に
よ
り
﹁
新
生
ベ
ル
﹂と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
目
指
す
が
、

原
点
に
回
帰
し
初
心
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
持
ち
続
け
て
い

き
た
い
。

趣
味
は

？

　
サ
ッ
カ
ー
観
戦
。

V
F
甲
府
の
応
援
を
す

る
た
め
県
外
の
競
技
場

に
も
足
を
運
ぶ
こ
と
が

あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
人

気
が
ま
だ
下
火
だ
っ
た

頃
、
東
京
の
ス
タ
ン
ド

で
さ
え
閑
散
と
し
て
い

た
が
、
今
で
は
地
方
の

競
技
場
が
満
員
に
な
る

光
景
が
よ
く
見
受
け
ら

れ
感
無
量
に
な
る
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

■
官
公
需
の
減
少
と
民
需
の
競

争
激
化
、さ
ら
に
建
設
業
界
を

襲
う
原
材
料
高

　
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
官
公

需
発
注
量
、積
算
単
価
の
値
下
が

り
、民
間
工
事
の
競
争
激
化
な
ど
、

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年

を
追
う
毎
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

毎
月
寄
せ
ら
れ
る
情
報
連
絡
員

の
声
は
悲
鳴
に
近
い
。
　
﹁
昨
年

度
末
か
ら
工
事
の
必
需
品
で
あ

る
コ
ン
パ
ネ
が
高
騰
し
、
1
・
8

倍
の
価
格
﹂、﹁
原
油
価
格
の
高
騰

に
伴
い
建
築
・
建
設
材
料
全
て
が

値
上
が
り
し
て
お
り
収
益
が
悪
化
﹂

︵
職
別
工
事
業
︶
、﹁
電
線
等
が
異

常
な
高
騰
を
続
け
、非
常
に
採
算

が
厳
し
い
﹂︵
設
備
工
事
業
︶、﹁
材

料
費
の
値
上
げ
分
を
販
売
価
格

に
転
嫁
で
き
ず
、収
益
が
あ
が
ら

な
い
﹂︵
総
合
工
事
業
︶
な
ど
、
原

材
料
高
の
影
響
も
大
き
い
。

　
建
設
業
界
の
厳
し
さ
は
関
連

す
る
業
界
全
て
に
波
及
し
て
お
り
、

鉱
業
や
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

な
ど
で
も
、出
荷
量
の
減
少
や
設

備
操
業
度
の
低
下
、収
益
の
悪
化

を
訴
え
る
コ
メ
ン
ト
が
多
い
。

　
唯
一
、鉄
骨
加
工
に
つ
い
て
は
、

首
都
圏
の
建
築
物
件
に
関
す
る

発
注
が
県
内
業
者
に
ま
わ
っ
て

き
て
い
る
と
明
る
い
コ
メ
ン
ト

が
あ
る
が
、肝
心
な
県
内
の
大
型

物
件
で
、鉄
骨
加
工
が﹁
タ
イ
﹂に

発
注
さ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
、

今
後
の
動
き
に
注
意
が
必
要
だ

と
言
う
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
企
業
間
格
差
拡
大
、独
自
の
戦

略
に
明
暗

●
婚
礼
用
食
材
の
新
規
開
拓
効

果
も
あ
り
、売
上
高
は
前
年
同

月
比
１
２
７
％
、
但
し
、
原
材

料
高
が
続
い
て
お
り
、採
算
は

厳
し
い
状
況
。︵
食
料
品
製
造
、

水
産
物
加
工
︶

　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
Ｏ
Ｅ

Ｍ
及
び
自
社
製
品
共
に
引
き

合
い
が
回
復
し
て
お
り
、売
上

高
の
前
年
同
月
比
1
0
4
％
。

︵
食
料
品
製
造
、洋
菓
子
製
造
︶

●
季
節
的
に
製
品
が
動
く
時
期

で
あ
り
、表
面
上
は
忙
し
い
が
、

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
原

材
料
、輸
送
費
等
の
上
昇
に
よ

り
収
益
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

受
注
量
に
も
組
合
員
間
の
格

差
が
大
き
く
景
況
感
の
動
向

を
断
定
で
き
な
い
。︵
衣
類
・
そ

の
他
繊
維
製
品
製
造
業
︶

●
メ
ー
カ
ー
・
小
売
店
の
在
庫
調

整
の
た
め
、売
れ
た
商
品
の
み

が
追
加
発
注
と
な
っ
て
い
る
。

　
例
年
に
な
く
発
注
数
量
が
少

な
い
。原
材
料
価
格
の
上
昇
に

よ
り
販
売
価
格
も
あ
が
っ
て

お
り
、各
社
の
営
業
戦
略
に
よ

っ
て
格
差
が
生
じ
て
い
る
。︵
同

上
︶

●
７
月
〜
８
月
期
の
仕
事
量
の

少
な
さ
か
ら
比
べ
れ
ば
回
復

傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
資
金

繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
企
業

が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。︵
印
刷
・

同
関
連
業
︶

●
難
易
度
が
高
く
取
引
条
件
の

良
い
部
品
発
注
は
好
調
、設
備

操
業
度
も
上
が
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
部
品
は
東
南
ア
ジ

ア
︵
台
湾
、
中
国
、
タ
イ
な
ど
︶

へ
の
流
出
が
進
ん
で
い
る
。︵
金

属
製
品
製
造
業
︶

●
量
販
店
が
販
売
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
が
、一
部
の
地
域
店

は
対
前
年
比
1
0
0
%
を
超

え
る
成
長
を
示
し
た
店
も
あ
り
、

組
合
員
内
で
格
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。営
業
活
動
が
大

き
く
影
響
。︵
機
械
器
具
小
売
業
︶

●
組
合
員
内
で
売
上
格
差
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
。小
規
模
旅

館
は
総
じ
て
悪
い
。中
規
模
以

上
が
設
備
投
資
を
含
め
て
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
善
戦

し
て
い
る
。

　
独
自
の
特
色
を
出
し
た
と
こ

ろ
が
伸
び
て
お
り
、組
合
員
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
。︵
宿
泊
業
︶

■
原
油
価
格
・
主
原
料
、材
料
費

高
騰
　
収
益
へ
の
影
響
大
、進

ま
な
い
価
格
転
嫁

●
材
料
費
の
値
上
げ
に
よ
り
10

月
以
降
の
商
品
の
価
格
改
定

を
進
め
て
い
る
が
、特
売
品
や

目
玉
商
品
の
値
上
げ
が
で
き
ず
、

収
益
状
況
５
％
悪
化
。︵
食
料

品
製
造
業
︶

●
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、資

材
費
や
運
賃
等
の
影
響
が
あ
り
、

収
益
が
３
〜
５
％
悪
化
。︵
飲

料
製
造
業
︶

●
傘
の
生
地
生
産
に
つ
い
て
、中

国
の
急
激
な
生
産
費
上
昇
に

よ
り
、各
社
収
益
が
10
％
悪
化

中
国
以
外
の
生
産
地
模
索
を

は
じ
め
て
い
る
。

　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
生

地
の
仕
上
げ
を
行
う
織
物
整

理
工
賃
が
10
月
以
降
5
％
程

度
あ
が
る
こ
と
か
ら
、９
月
期

に
駈
け
込
み
需
要
が
あ
っ
た
。

︵
繊
維
工
業
︶

●
主
原
料
の
パ
ル
プ
が
値
上
が

り
し
て
お
り
、重
油
の
高
騰
と

併
せ
て
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
一
部
の
商
品
は
価
格
改
定
で

き
て
い
る
が
、ほ
と
ん
ど
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
。︵
パ
ル
プ
・

紙
・
紙
加
工
品
製
造
業
︶

●
金
・
プ
ラ
チ
ナ
等
の
地
金
価
格

は
依
然
と
し
て
昨
年
度
対
比
1
・

4
倍
と
高
い
水
準
に
あ
り
、消

費
者
は
買
い
控
え
て
お
り
、受

注
量
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

●
ガ
ソ
リ
ン
代
金
の
価
格
上
昇

が
営
業
活
動
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。︵
機
械
器
具
小
売
業
︶

●
10
月
に
は
元
売
り
価
格
が
２

年
ぶ
り
に
大
幅
ダ
ウ
ン
︵
４
円

程
度
︶
と
な
る
が
、
各
Ｓ
Ｓ
は

今
ま
で
経
費
増
の
価
格
転
嫁

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら

引
き
下
げ
額
は
２
円
程
度
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。︵
石
油
製

品
小
売
業
︶

●
原
油
価
格
高
騰
に
伴
い
、鋼
材

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
及
び
ア
ル

ミ
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
な
ど
、材
料

価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、収
益

が
悪
化︵
10
％
︶し
て
い
る
。︵
金

属
製
品
製
造
業
︶

収益状況
2005年9月

景況感
2005年9月

売上高
2005年9月

2006年9月 2006年9月2006年9月

減少
38%

不変
46%

増加
16%

悪化
44% 不変

54%

好転
2%

悪化
44%

不変
48%

好転
8%

減少
36%

不変
48%

増加
16%

悪化
34%

不変
62%

好転
4%

悪化
32%

不変
68%
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

研
修
会「
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と

　
　
　
　
石
油
業
界
の
現
状
」の
実
施

共
同
事
業
を
積
極
的
に
実
施

2
0
0
6
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
14
回
美
容
ま
つ
り
を
開
催

山梨県石油商業組合青世会

山梨県美容業生活衛生同業組合

山梨県トラック事業協同組合

TOPICS

TOPICS

TOPICS

　
山
梨
県
石
油
商
業
組
合
・
青
世
会
は
、
Ｓ
Ｓ
経
営
者
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
対
象
に
﹁
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
石
油
業
界
の
現
状
﹂の
研
修
会

を
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
・
企
画
調
査
部
部
長
代
理
の
坂
井
信
氏

を
招
い
て
実
施
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
説
明
か
ら
始
ま
っ
た
。

先
に
政
府
が
発
表
し
た
﹁
京
都
議
定
書
達
成
計
画
﹂
で
2
0
1
0
年
度

ま
で
に
、原
油
の
相
当
分
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
植
物
由
来
の

燃
料
で
賄
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と
は
、
植
物
か
ら
作
る
ア
ル
コ
ー
ル
で
あ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
て
使
う
代
替
燃
料
で
あ
る
。

　
原
料
と
な
る
植
物
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
生
産
量
が
世
界
最
大
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
火
が
付
い
た
。ブ
ラ
ジ
ル
で

は
、
ガ
ソ
リ
ン
と
ど
ん
な
比
率
で
混
合
し
て
も
走
れ
る
﹁
フ
レ
ッ
ク
ス

車
﹂の
売
れ
行
き
が
好
調
で
あ
り
ア
メ
リ
カ
で
も
Ｇ
Ｍ
や
フ
ォ
ー
ド
が
、

混
合
比
率
85
％
で
走
れ
る﹁
Ｅ
85
対
応
車
﹂の
生
産
を
倍
増
す
る
計
画
が

あ
る
。

　
日
本
で
は
、政
府
が
エ
タ
ノ
ー
ル
の
導
入
で
2
0
1
0
年
ま
で
に
年

間
50
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
原
油
を
節
約
す
る
計
画
を
策
定
。ま
た
石
油

業
界
で
は
、各
社
が
共
同
で
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
輸
入
す
る
。

　
原
油
と
ち
が
っ
て
相
手
は
植
物
だ
け
に
作
柄
は
天
候
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
そ
の
反
面
、
原
油
は
生
産
地
が
一
部
地
域
に
限
ら
れ
る
の

に
対
し
、サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ど
こ
で
も
作
れ
る
。

　
日
本
の
場
合
も
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
は
沖
縄
の

特
産
品
で
あ
り
、
生
産

量
が
も
っ
と
増
え
る

よ
う
な
技
術
指
導
や

優
遇
惜
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
今
回
の
研
修
は
、
今

後
Ｓ
S
業
を
続
け
て

い
く
た
め
に
避
け
て

通
る
こ
と
が
出
来
な

い
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

た
め
、
有
意
義
な
研
修

会
で
、
無
事
終
了
し
た
。

熱心に聞き入る組合員

チェッカー紹介の組合パンフ

運転試験の風景

　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
︵
中
村
昌
訓
理
事
長
︶
で
は
、
最

近
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
酒
酔
い
運
転
防
止
の
た
め
の
﹁
ア
ル

コ
ー
ル
検
知
器
の
共
同
購
入
﹂
や
、
技
能
向
上
の
た
め
の
﹁
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
﹂
の
業
務
受
託
事
業
な
ど
も
積
極
的
に
実
施

し
、組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

▼
共
同
購
入

　
最
近
、
酒
酔
い
運

転
に
よ
る
悲
惨
な
死

亡
事
故
が
続
発
し
、

取
り
締
ま
り
等
が
強

化
さ
れ
て
い
る
が
、

す
で
に
道
路
交
通
法

は
平
成
14
年
6
月
の

改
正
で
罰
則
が
強
化

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
か
ら
組
合
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
共

同
購
買
事
業
を
実
施
し
、
従
業
員
の
飲
酒
運
転
の
未
然
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
普
及
状
況
は
、
支
部
に
よ
っ
て
は
購
入
の
た
め
の
助
成
金
制
度
の

設
置
や
、
一
括
購
入
に
よ
る
支
部
員
へ
の
無
料
配
布
な
ど
に
よ
り
、
組

合
員
1
社
当
た
り
1
台
を
越
え
る
実
績
。

　
活
用
し
て
い
る
組
合
員
は
、
始
業
時
の
点
呼
で
検
知
器
を
使
い
、
検

査
時
間
や
レ
ベ
ル
結
果
な
ど
を
従
業
員
別
の
検
査
一
覧
表
に
記
入
さ

せ
、管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

▼
技
能
講
習

　
最
大
荷
重
が
1
ト
ン
以
上
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
に
は
、﹁
運
転

技
能
講
習
﹂
の
修
了
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
組
合
で
は
陸
運
労
災

防
止
協
会
山
梨
県
支
部
の
一
部
委
託
を
受
け
、
県
内
4
カ
所
の
登
録

教
習
機
関
の
一
つ
と
し
て
本
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
3
名
の
職
員

が
担
当
し
、
学
科
と
実
技
講
習
、
試
験

等
を
行
う
4
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
年

間
8
0
0
人
の
修
了
者
を
送
り
出
し

て
い
る
。
伊
藤
醇
事
務
局
長
に
よ
る

と
、﹁
最
近
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

介
で
求
職
者
が
新
た
な
技
能
取
得
を

目
的
と
し
て
受
講
す
る
ケ
ー
ス
も
目

立
つ
。
ま
た
、
厳
し
い
景
況
を
反
映
し

て
、
以
前
は
荷
主
が
行
っ
た
積
み
卸

し
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
貸
り
て
ド

ラ
イ
バ
ー
が
自
ら
行
う
と
い
う
ケ
ー

ス
が
増
え
、
運
送
業
界
の
受
講
者
も

一
段
と
増
え
て
い
る
。﹂
と
の
こ
と
。

　
山
梨
県
美
容
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
︵
深
澤
仁

理
事
長
︶
は
、
去
る
10
月

9
日
︵
月
︶、甲
府
市
緑
が

丘
の
山
梨
県
美
容
会
館

に
お
い
て
美
容
ま
つ
り

を
開
催
し
た
。今
年
で
14

回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、同
組
合
と
山

梨
県
美
容
専
門
学
校
の

主
催
で
行
わ
れ
た
。
県
内

12
支
部
の
組
合
員
店
舗

の
お
客
様
を
は
じ
め
、関

係
先
や
周
辺
の
地
域
住

民
に
対
し
て
の
日
ご
ろ

の
感
謝
の
意
を
込
め
、地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
屋
外
会
場
で
は
、
組
合
員
の
協
力
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
な
ど
飲
食
屋
台
も
数
々
設
け

ら
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。特
に
野
菜
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
は
開
式
よ

り
長
蛇
の
列
で
早
々
に
売
り
切
れ
る
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
館
内
の
会
場
で
は
無
料
の
シ
ャ
ン
プ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
エ
ス
テ
、
ネ
イ

ル
ア
ー
ト
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、美
容
学
校
の
生
徒
が
学
ん

だ
技
術
を
活
か
し
て
一
生
懸
命
取
り
組
み
、多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を

得
て
い
た
。

　
ま
た
、屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

や
組
合
の
文
化
活
動
委
員
会
の
ダ

ン
ス
部
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

で
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
フ

ッ
ト
バ
ス
な
ど
8
0
0
点
以
上
の

豪
華
賞
品
が
用
意
さ
れ
、
正
午
に

は
す
べ
て
無
く
な
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
だ
っ
た
。

　
好
天
に
も
恵
ま
れ
1
0
0
0
人

以
上
の
来
場
者
を
集
め
た
同
ま
つ

り
は
、大
盛
況
の
ま
ま
幕
を
閉
じ
た
。

今
後
も
美
容
業
界
お
よ
び
組
合
の

さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
き
た
い
。

屋台コーナーは人であふれた

好評を博したフェイスエステコーナー
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組合事務局Hello!Hello!

山梨県アパレル工業組合

Hello!

事務局：青木幸江さん

設立／昭和59年8月5日

所在地／甲府市元紺屋町48

理事長／川手正紀　

組合員数／20人　職員数／1人　出資金／233千円

TEL／055-254-7474　FAX／055-254-7475

　
　
組
合
の
活
動
は
？

　
平
成
15
年
か
ら
外
国
人
研
修
生
共
同
受
入
事
業

を
実
施
し
、
中
国
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

お
り
ま
す
。1
年
間
縫
製
技
術
を
学
び
、技
能
検
定

に
合
格
す
れ
ば
、さ
ら
に
２
年
間
実
習
生
と
し
て
、

企
業
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
ま
で
は
、個
々

の
企
業
ご
と
に
受
け
入
れ
手
続
き
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
組
合
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
組
合
員

の
事
務
処
理
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
効
果
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
事
務
局
で
は
ど
ん
な
仕
事
を

　
　
し
て
い
ま
す
か
？

　
事
務
局
が
一
人
な
の
で
、
経
理
・
一
般
事
務
、
毎

月
の
定
例
会
議
の
運
営
の
ほ
か
、
外
国
人
研
修
生

の
受
入
手
続
き
等
に
関
す
る
事
務
処
理
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。幸
い
に
し
て
、事
務
所
が
理
事
長
の
会

社
に
あ
る
の
で
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
で
き
る
の
で
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
外
国
人
研
修
生
共
同
受
入
事
業
で

　
　
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
外
国
人
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
書
類
の

期
限
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
お
り
ま
す
。
恥
ず
か

し
い
の
で
す
が
、
事
務
局
に
き
て
か
ら
始
め
て
外

国
人
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
人
研
修
生
の
日
本
で
の
生
活
な
ど
を

見
る
に
あ
た
っ
て
、大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
事
務
局
と
し
て

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
事
務
所
に
出
勤
す
る
の
が
週
２
回
な
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
と
会
う
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、で
き
る
だ
け
交
流
を
持
つ
よ
う
に

心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
事
務
局
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
今
年
の
4
月
に
事
務
局
に
就
職
し
た
ば
か
り
な

の
で
、た
だ
い
ま
勉
強
中
で
す
。週
2
回
の
出
勤
な

の
で
、何
と
か
こ
な
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　
趣
味
は
？

　
月
1
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
山
菜
取
り
や
景

色
の
き
れ
い
な
場
所
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、
週
1

回
か
ら
2
回
、
健
康
作
り
の
た
め
、
家
族
で
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
　
最
後
に
ひ
と
こ
と

　
平
成
17
年
に
組
合
名
を
﹁
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
ソ

ー
イ
ン
グ
工
業
組
合
﹂か
ら﹁
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工

業
組
合
﹂
に
変
更
し
、
心
機
一
転
を
図
り
ま
し
た
。

縫
製
加
工
専
業
か
ら
製
造
販
売
部
門
も
取
り
入
れ
、

衣
服
製
造
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
小
物
や
雑
貨
等
縫
製

に
絡
ん
だ
商
品
受
注
の
窓
口
を
組
合
に
開
設
し
、

組
合
員
の
業
務
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

QQQ QQQQ

縫製加工から製造販売へ縫製加工から製造販売へ
貴方だけの満足を形にします貴方だけの満足を形にします
縫製加工から製造販売へ
貴方だけの満足を形にします

中国製の安い衣料品の輸入が増加する中、中国製の安い衣料品の輸入が増加する中、
オリジナル商品の開発や小物・雑貨等の製造にオリジナル商品の開発や小物・雑貨等の製造に
取り組み始めた縫製業界。取り組み始めた縫製業界。
昨年には、業界の発展を図るべく、昨年には、業界の発展を図るべく、
組合の名称も変更した。組合の名称も変更した。
今回は、事務局の青木さんにお話を伺いました。今回は、事務局の青木さんにお話を伺いました。

中国製の安い衣料品の輸入が増加する中、
オリジナル商品の開発や小物・雑貨等の製造に
取り組み始めた縫製業界。
昨年には、業界の発展を図るべく、
組合の名称も変更した。
今回は、事務局の青木さんにお話を伺いました。

加
賀
百
万
石

加
賀
百
万
石

金
沢
に
全
国
の
女
性
が
集
う

金
沢
に
全
国
の
女
性
が
集
う

加
賀
百
万
石

金
沢
に
全
国
の
女
性
が
集
う

防
災
訓
練
に
参
加
・
協
力

防
災
訓
練
に
参
加
・
協
力

防
災
訓
練
に
参
加
・
協
力

来年の開催地を発表する宮川会長

参加者のみなさま

訓練の様子

手際よく準備をする女性部会

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6

（社）
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
会

　
10
月
12
、
13
の
両
日
、
組
合

関
係
女
性
経
営
者
等
全
国
交

流
会
﹃
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
フ

ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6
﹄
石
川
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か
ら

26
名
、
全
国
か
ら
約
3
6
0
名

の
女
性
経
営
者
、経
営
者
夫
人
、

組
合
の
女
性
役
職
員
が
参
加

し
た
。

　
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
筆
頭
副
会
長
、
山
梨
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
宮
川
睦
武

会
長
が
主
催
者
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
懇
親
会

な
ど
が
催
さ
れ
た
。

　
講
演
で
は
、﹃
ま
ち
づ

く
り
は
住
民
自
治
か
ら
﹄

〜
問
わ
れ
る
自
治
体
、
商

店
、
住
民
の
責
任
〜
と
題

し
、
日
本
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
　
吉

野
源
太
郎
氏
が
、﹁
バ
ブ

ル
崩
壊
後
、
首
都
圏
と
地

方
の
地
域
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
。
そ
の
要
因
の

一
つ
が
、
ま
ち
づ
く
り
三

法
に
よ
る
大
型
店
の
出

店
に
伴
っ
た
商

店
街
の
崩
壊
だ

っ
た
。
地
域
、
自

治
体
が
果
た
し

て
き
た
役
割
が

薄
れ
て
き
た
今
、

様
々
な
と
こ
ろ

で
ひ
ず
み
や
事

件
が
起
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
脱

す
る
に
は
、
地

域
に
根
ざ
し
て
い
る
女
性
の

力
が
絶
大
で
あ
る
。﹂と
語
っ
た
。

　
続
い
て
、﹃
地
域
の
将
来
﹄
を

テ
ー
マ
に
石
川
県
で
活
躍
し

て
い
る
企
業
の
経
営
者
等
3

名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
中
小
企

業
の
果
た
す
役
割
や
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
懇
親
会
は
、
参
加
者
が
地
域

を
越
え
て
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、

情
報
交
換
や
親
睦
を
深
め
た
。

　
ま
た
、
来
年
は
全
国
レ
デ
ィ

ー
ス
中
央
会
の
設
立
総
会
を

兼
ね
杜
の
都
　
宮
城
県
・
仙
台

で
の
開
催
が
決
定
し
た
。

　
翌
日
は
、
加
賀
百
万
石
の
歴

史
を
訪
ね
北
陸
の
秋
を
楽
し

み
な
が
ら
無
事
終
了
し
た
。

　
︵
社
︶
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
女
性
部
会
︵
堀
内
満
喜
子
部

長
︶
は
、
平
成
18
年
10
月
22
日

上
野
原
市
﹁
上
野
原
市
立
島
田

中
学
校
﹂
に
お
い
て
、
平
成
18

年
度
の
緊
急
輸
送
訓
練
に
会

員
30
名
が
参
加
し
、
協
力
を
行

っ
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
を
教

訓
と
し
て
、
山
梨
県
並
び
に

甲
府
市
か
ら
の
協
力
要
請
に

呼
応
し
て
﹁
山
梨
県
総
合
防

災
訓
練
﹂及
び﹁
甲
府
市
総
合

防
災
訓
練
﹂に
参
加
し
、地
方

自
治
体
及
び
防
災
関
係
機
関

と
の
連
携
、
協
力
体
制
の
緊

密
化
を
図
る
と
と
も
に
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
、
従
事
運
転
者

等
が
災
害
発
生
時
に
遂
行
す

べ
き
業
務
の
習
熟
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
こ

の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
訓
練
内
容
は
、
①
緊
急
物

資
輸
送
隊
出
動
訓
練
②
緊
急

輸
送
路
確
保
訓
練

③
緊
急
物
資
輸
送

訓
練
④
緊
急
炊
き

出
し
訓
練
の
四
つ

に
分
か
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
は
、
す

ぐ
に
食
べ
ら
れ
る

も
の
に
偏
る
た
め

高
齢
者
な
ど
は
健

康
を
害
す
る
人
が

多
く
、
生
活
環
境

も
厳
し
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な

時
に
温
か
な
食
事
が
配
ら
れ

る
こ
と
は
精
神
的
に
も
肉
体

的
に
も
癒
さ
れ
る
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
女
性
部
会
は
緊
急

炊
き
出
し
訓
練
に
協
力
し
、
早

朝
よ
り
野
菜
を
切
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
担
作
業
に
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
み
、
す
い
と
ん

約
3
0
0
人
分
を
作
り
、
訓
練

に
参
加
し
た
地
域
の
お
年
寄
り

や
関
係
者
に
配
ら
れ
た
。

　
︵
社
︶
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
、
平
成
11
年
3
月
に
山
梨

県
と
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

物
資
輸
送
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
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北杜市環境事業
協同組合

理事長／篠原　充

設立／平成18年3月8日

住所／北杜市須玉町若神子1500-1

TEL／0551-42-5371　FAX／0551-42-5374

組合員数／12名　出資総額／600万円

新設組合紹介

　
北
杜
市
環
境
事
業
協
同
組
合
の
篠
原
理
事
長
に
組

合
設
立
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

　■
組
合
設
立
ま
で
の
経
過
と
事
業
の
内
容
は
？

　
旧
北
巨
摩
郡
の
5
町
3
村
で
生
活
系
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
を
行
っ
て
い
た
12
業
者
で
平
成
16
年
秋

よ
り
峡
北
廃
棄
物
協
業
化
準
備
組
合
を
発
足
さ
せ
、事

業
計
画
な
ど
の
検
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
。平
成
18
年

3
月
に
組
合
を
設
立
し
、平
成
18
年
4
月
か
ら
合
併
し

た
北
杜
市
の
生
活
系
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
の
共

同
受
注
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
共
同
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
苦
労
さ
れ
た
点
は
？

　
組
合
で
の
共
同
受
注
に
あ
た
っ
て
、北
杜
市
か
ら﹁
そ

れ
ま
で
各
町
村
ご
と
に
違
っ
て
い
た
収
集
運
搬
料
金

を
組
合
と
し
て
統
一
し
て
も
ら
い
た
い
﹂と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。韮
崎
市
に
あ
る
焼
却
場
ま
で
の
運
搬

距
離
の
差
が
組
合
員
の
中
で
30
㎞
も
あ
る
た
め
、全
組

合
員
の
収
集
運
搬
量
と
受
注
金
額
を
調
査
し
統
一
単

価
を
算
出
す
る
作
業
が
大
変
で
し
た
。計
算
を
間
違
う

と
組
合
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
に

な
る
た
め
、大
変
神
経
を
遣
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
設
立
後
す
ぐ
に
共
同
受
注
の
請
求
・
精

算
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

優
秀
な
事
務
局
職
員
と
中
央
会
の
協
力
で
短
期
間
で

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
今
後
の
力
を
入
れ
て
い
く
取
り
組
み
は
？

　
北
杜
市
で
は
合
併
前
に
異
な
っ
て
い
た
資
源
物
の

分
別
排
出
の
基
準
を
来
年
度
か
ら
統
一
す
る
た
め
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。組
合
で
も
9
月
中
旬
か
ら
市

内
の
排
出
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
調
査
を
行
い
、市
の
基
準

作
り
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
行
政
と
十
分
な
連
携
を
取
っ
て
、リ
サ
イ

ク
ル
率
の
ア
ッ
プ
や
廃
棄
物
の
収
集
ル
ー
ト
の
再
編

成
に
よ
る
ゴ
ミ
の
処
理
コ
ス
ト
の
削
減
と
循
環
型
社

会
の
構
築
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

StudyroomStudyroomStudyroom

理事長兼事務局長に
対する賞与

（左から）篠原理事長・事務局職員犬塚さん・輿石事務局長

山梨県中小企業団体中央会

オーナーズプラン

好評発売中!!

経営自慢
MⅡ型

無配当新介護保障逓増定期保険

●経営者のための豊かな保障が実現。
　保険料は全額または一部損金算入可能です。

【経営自慢-M（Ⅱ型）のご加入イメージ】保険料全額損金タイプのご加入例 経営自慢- M（Ⅱ型）の特徴

●当社所定の要介護状態が180日継続した場合
　（介護保険金）
●死亡の場合（死亡保険金）
●高度障害の場合（高度障害保険金）に保険金を
　お支払いします。
　※それぞれの保険金は重複してお支払いはいたしません。

保
険
金
額
の
推
移

50歳時
 5,000万円
56歳時

57歳時…………… 7,500万円
58歳時…………… 11,250万円
　　 年50%福利で増加
60歳時以後…… 25,000万円

第1
保険期間

第2
保険期間

○50歳男性加入70歳満期
○基本保険金額……………… 5,000万円
○第１保険期間……………………… 7年型
○保険料全額損金タイプ
○団体月払（H）保険料……… 332,450円
高額割引保険料率が適用されています。

〈
ご
契
約
例
〉
保険金額の増加は基本保険金額（ご契約時の保険金額）の
5倍が限度となります。

●第1保険期間は、「5年」「7年」「10年」の中
　から、ご契約時に指定いただきます。

50歳ご契約

保険料お払込期間

第2保険期間第1保険期間

保険金額は、
年50%複利で
増加します

保険金額は、
基本保険金額
と同一です

70歳満期

解約返戻金の推移

共 済 ア ラ カ ル ト

お問い合せ　山梨県中小企業団体中央会　組沢まで

　当組合の理事長兼事務局長である者に対して、役員賞与は利益から支払
われるものであり、利益処分として組合の通常総会の決議により決定され
るものであるために、税法上損金の額に算入されません。（法法35①）
　役員賞与とは、役員に対する臨時的な給与のうち退職給与以外のものを
いい、給与には債務の免除による利益その他の経済的利益が含まれます。（法
法35④）
　しかしながら、役員に対する賞与であっても、使用人兼務役員に対し、使
用人分賞与を使用人に対する賞与の支給時期に損金経理によって支給し
たときは、損金経理した賞与のうち、法人の他の使用人に対する賞与の支
給状況に照らし、使用人としての職務に対する賞与として相当であると認
められる金額は、損金人に算入されます。（法法35条②、法令70）
　また、この場合の「使用人適正額」について、次のように定められます。

（1）比準使用人がいる場合  　
　現に従事している使用人兼務役員の職務とおおむね類似する職務に従事し
ている使用人の給料（賞与）の額に相当する金額は原則として相当な額とする。
（2）比準使用人がいない場合
　比準すべき使用人がいないときは、役員となる前に受けていた給料（賞与）
の額、その後のベースアップの状況、使用人のうちから最上位の者に支給した
額等から適正に見積もる。

留意するポイント
　使用人に対する賞与の支給時期に支給する場合とは、使用人に対する賞

与の支給時期に同時に支給することをいい、未払金として経理したり、利益

処分による役員賞与の支給時期に支給したような場合は損金の額に算入で

きません。（法基通9-2-12）

 また、損金経理するときは、確定した決算で費用・損金として経理すること

をいい、申告調整は認められませんので留意して下さい。（法法2二十六）

　使用人が役員となった場合や、使用人や使用人兼務であった機関にかか

る賞与として相当である認められる部分の金額は、損金の額に算入されます。

（法基通9-2-17の２）

排出された資源物の状況を調査する組合員

保険料は一定で、一定期間経過後、
所定の割合で保険金額か増加します。
責任の増大する経営者にふさわし
い保障をご準備いただけます。

死亡・高度障害のほか、要介護状態
の場合にも保険金が支払われます。
企業を支える経営者が万一の場合
の必要資金としてご活用いただけ
ます。

ご勇退時の退職慰労金の原資をご
準備いただくことができます。
緊急の資金か必要な場合には、契
約者貸付制度のご利用も可能です。

お払込みいただく保険料の全額ま
たは一部を損金算入できます。

1.

2.

3.

4.

●５年後（55歳時）a直接返戻率 89.4% a実質返戻率151.5%
●７年後（57歳時）a直接返戻率 91.4% a実質返戻率154.9%
●10年後（60歳時）a直接返戻率 83.5% a実質返戻率141.5%

ご参考  上記ご契約例の場合の解約返戻率（（　）内の保険年齢となる前日における返戻率です）
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ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
りjob support

看
護
師
不
足
 

　
│
県
内
の
求
人
、5
0
0
人
を
超
え
る
│

■

先
般
、
病
院
の
事
務
長
と
思
し
き
人
物
が
看
護
師
の
求
人
状
況
を

調
査
に
来
室
さ
れ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
し
募
集
広
告
を
出
し
て
も

応
募
者
が
な
い
と
悩
ま
れ
て
い
た
。
筆
者
も
関
係
先
の
診
療
所
看
護
師

の
採
用
に
苦
労
し
た
ば
か
り
で
、不
足
の
実
情
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

■

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
、看
護
師
を
手
厚
く
配
置
す
れ
ば
、よ
り

多
く
の
報
酬
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ

う
だ
。看
護
職
員
一
人
当
た
り
の
入
院
患
者
数
が
、従
来
最
高
水
準
に
あ

っ
た﹁
７
人
超
10
人
以
下
﹂に
規
定
さ
れ
た
報
酬
を
上
回
る﹁
７
人
以
下
﹂

の
水
準
を
新
設
。
患
者
一
人
に
対
す
る
一
日
当
た
り
の
診
療
報
酬
を
三

千
円
弱
増
額
し
た
。
病
院
が
収
入
増
を
狙
っ
て
人
員
確
保
に
動
き
出
し

た
影
響
が
看
護
師
不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。︵
9
／
17
付
読
売
新
聞

参
照
︶

■

早
速
、
県
内
の
看
護
師
の
求
人
状
況
を
調
査
。
紙
面
の
都
合
上
、
表

や
グ
ラ
フ
を
使
用
で
き
な
い
の
を
容
赦
願
い
た
い
。
調
査
時
点
は
９
月

21
日
時
点
。
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
求
人
件
数

は
、
正
職
員
1
7
0
件
3
8
0
人
、
パ
ー
ト
86
件
1
2
9
人
、
合
計
で
は

2
5
6
件
、
5
0
9
名
も
の
募
集
が
あ
っ
た
。
正
職
員
募
集
の
内
訳
は
、

病
院
71
件
2
4
9
人
、
一
般
診
療
所
32
件
46
人
、
老
人
福
祉
・
介
護
事
業

53
件
66
人
、
市
町
村
機
関
6
件
8
人
、
そ
の
他
の
機
関
・
団
体
8
件
11
人

の
状
況
。
パ
ー
ト
募
集
の
内
訳
は
、
病
院
18
件
41
人
、
一
般
診
療
所
24
件

29
人
、老
人
福
祉
・
介
護
事
業
35
件
46
人
、市
町
村
機
関
1
件
1
人
、そ
の

他
の
機
関
・
団
体
8
件
12
人
の
内
容
。

■

募
集
賃
金
は
、
正
看
護
師
、
准
看
護
師
、
交
代
勤
務
、
労
働
時
間
、
労

働
密
度
に
よ
る
諸
条
件
の
違
い
を
考
慮
せ
ず
に
集
計
し
た
。
正
職
員
の

下
限
平
均
は
1
9
0，
6
9
6
円
、
上
限
平
均
は
2
7
1，
6
8
0
円
。
募

集
給
与
の
ベ
ス
ト
3
の
最
高
が
4
5
0，
0
0
0
円
︵
老
人
福
祉
・
介
護

事
業
、
富
士
吉
田
市
︶
、
次
い
で
4
1
1，
0
0
0
円
︵
一
般
診
療
所
、
富
士

吉
田
市
︶
、
そ
し
て
4
1
0，
0
0
0
円
︵
病
院
、
笛
吹
市
︶
と
続
い
た
。
同

じ
く
パ
ー
ト
の
時
給
で
は
、
下
限
平
均
1，
1
8
3
円
、
上
限
平
均
は
1，

3
7
4
円
で
、
最
高
時
給
が
2，
5
0
0
円
︵
老
人
福
祉
・
介
護
事
業
、
甲

府
市
︶
、
次
い
で
2，
0
0
0
円
︵
一
般
診
療
所
、
甲
府
市
︶
、
そ
し
て
1，

8
0
0
円︵
病
院
、甲
斐
市
・
富
士
吉
田
市
︶で
あ
っ
た
。

■

2
0
0
7
年
度
問
題
に
絡
ん
で
新
卒
者
の
求
人
難
が
再
燃
し
始
め

て
い
る
。し
か
し
、医
療
機
関
に
お
い
て
は
こ
れ
と
異
な
る
求
人
難
が
存

在
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
求
職
活
動
援
助
事
業
推
進
室
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
や
ま
な
し

情報BOX

●高齢者を自ら教育し、活用してみませんか。

シニアワークプログラムのご案内
　おおむね55歳以上65歳未満の就職希望者に、必要な技能講習を実
施したのち、雇用が行える業界団体を募集しています。
　シニアワークプログラム事業は、高齢者の就職に向けた「技能講習
会」を開催し、講習修了者と企業との「合同面接会」の開催によって、
就職の促進を図るもので、平成18年度は、「タクシー乗務員」、「フォー
クリフト運転者」、「警備業務員」などの養成コースを開催しています。
事業実施の要件は、
　「技能講習会」の講師は、業界団体等から派遣していただきます。
　「合同説明会」へは、業界団体等の構成企業で求人募集を行ってい
る企業に参加していただきます。
　「技能講習会」及び「合同説明会」の開催に伴う費用は、山梨県シル
バー人材センター連合会が予算の範囲内において負担します。

お申込・お問い合わせ

山梨県中小企業団体中央会　労働課　Tel.055-237-3215

詳細・お問合わせ

（JICA）Tel.055-228-5419（雨宮）　　（社）青年海外協力協会  （JOCA）oubosoudan@joca.or.jp
重点職種応募（相談員）携帯090－18881385（松本公夫）　　E-MAIL : nrｈ04593@nifty.com

　経済産業省では、工業統計調査を平成
18年12月31日現在で実施します。この
調査は、製造業を営む事業所を対象とし
て、その活動実態を明らかにする事を目
的として調査します。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政
施策の重要な基礎資料として利用され
るとともに、大学や民間の研究機関等の
おいて広く利用されているところです。
　皆様から提出していただく調査票に
ついては、統計法に基づき調査内容の秘
密は厳守されますので、正確なご記入を
お願いいたします。

 経済産業省

JICA青年海外協力隊 募集
青年海外協力隊とは？

製造事業者の
皆様へ

　20～39才の健康な若者が、自分の持っている知識・技術・経験を活かして、発展途上国の人づくり・国
づくりに貢献するという、JICA事業のひとつです。
　派遣国の人々と同じ言葉を話し、同じ物を食べ、生活を共にしながら自分の持っている技術の指導を
します。（なお、シニア40～69才迄同時募集しております）

募集

募集期間　毎年春・秋と2回あり、18年度秋は10月1日～11月10日
派遣期間　派遣前訓練2ヵ月半（任国事情・語学訓練など）＋2年間の派遣。
派 遣 国　アジア・アフリカ・中南米・南洋州などの発展途上国、約70カ国。
募集職種　教育文化・農林水産・加工・保健衛生・スポーツ等120職種ほど。
条　　件　健康体が第一、技術と基本英語の選考試験はありますが（1次筆記試験無）
経　　費　渡航手当て・派遣国での生活手当てや住居など支給されます。
　　　　　帰国後の活動費として帰国時に派遣期間積み立てられた積立金が支給されます。

120職種程ある中の、特に次の22職種について重点的に募集活動をしています。気軽に
相談して下さい。

養護、音楽、理数科教師、体育、柔道、空手道、家政、服飾、幼児、教育、栄養士、保健師、助産師、
作業療法士、理学療法士、臨床検査技師、自動車整備、電子機器、家畜飼育、衛生、野菜、養殖、
木工 等
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●平成18年4月1日から改正高年齢者雇用安定法が施行され、事業主は65歳にな

るまで従業員が働ける環境づくりとして、次のいずれかの「高年齢者雇用確保

措置」を講ずることが義務化されました。

※定年や継続雇用制度の年齢は、年金支給開始年齢の引上げにあわせて段階的に引上げられ
ます。平成25年度以降は、完全に65歳までの雇用確保措置を講じなければなりません。

●継続雇用制度とは、「現に雇用している高年齢者が希望しているときは、当該高

年齢者をその定年後も引き続いて雇用する制度」で、再雇用制度と勤務延長制

度の２種類があります。　

　継続雇用制度については、原則希望者全員が対象ですが、一定の手続きを踏

まえたうえで、制度の対象者を選定する基準を設けています。

　基準は「労使協定」によって定めますが、労使協定のために努力をしたにもか

かわらず協議が整わない時は、事業主が「就業規則」で定めることができます。

※労使協定によらず就業規則で定めることのできる期間は平成23年3月31日まで（大企業は

平成21年3月31日）。

  労使協定で定める基準の例

　①働く意志・意欲、②勤務態度、③健康、④能力・経験、⑤技能伝承等その他
　の５つに分類できます。

※基準の組み合わせは、労使間で十分に協議し、その企業の実情に応じた最も適切な基準を

策定する必要があります。

　問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会　65歳雇用導入プロジェクト事業
　　　　　　　　Tel. 055-237-3215

秋もだいぶ深まり紅葉も見ごろとなる観光シー
ズン真っ只中。大河ドラマをはじめとしたやまな
しの観光機運も少しずつ盛り上がりを見せてい
るようです。
中央会観光部も盛り上げに一役買えたらと思っ
ておりますので、観光についての貴重なご意見な
ど頂けたら幸いです。

　ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班ま
でお寄せ下さい。

TEL 055-237-3215  FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

編

集

後

記

s65歳雇用導入プロジェクト

改正高年齢者雇用安定法により、
「高年齢者雇用確保措置」の実施が義務づけられました。

①65歳までの定年年齢の引上げ
②65歳までの継続雇用制度の導入
③定年の定めの廃止（エイジフリー）

平成18年4月1日～ 平成19年4月1日～ 平成22年4月1日～ 平成25年4月1日～

　少子高齢化が急速に進展し、厚生年金の支給開始年齢が段階的に引き上げられる一方、団塊の世代は定年退職を迎え、今後労働力人口の減少が危惧され
ます。このような状況下、高年齢者を活用し豊富な経験、知識、技術等の労働力を確保するため「65歳継続雇用制度」の導入を推進していく事業です。

定年又は
継続雇用制度の導入時期

62歳

65歳
64歳

63歳

　去る9月6日、他の模範となる特色ある事業活動を展開している本年度「モデル組合」にログクラフト事業

協同組合（南部町）、山梨県電機商業組合（昭和町）の2組合が決定した。

  従業員が製造業で5人（商業又はサービス業2人）以下の事業所が、組合総数の4分の3以上を占める小企業

者組合がモデル組合の選考の対象となる。選考委員会では候補組合３組合の中から2組合が選ばれた。

　なお、「モデル組合」の指定を受けた2組合は、教育情報提供事業や組合の事業活動を紹介するパンフレッ

トの製作等の経費補助が受けられる。

●ログクラフト事業協同組合

●山梨県電機商業組合2組合が
本年度「モデル組合」に!!

式　　典s10：30～

記念講演s11：20～ 

　　　　　講師：山 田 法 胤 氏

交 流 会s12：20～ 

　　　　　手作り料理を囲みながら賀詞交換
　　　　　恒例の初売も実施

中央会イベント情報

2007

中小企業団体
新春交流会

法相宗大本山薬師寺副住職。
著書に「薬師寺」、「仏陀の風景」、「生活に生きる佛
教語」、「仏法はまるいこころの教えなり」など。

■平成19年1月6日（土）
　10：30～
■アイメッセ山梨
　（甲府市大津町）


